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12月定例会

じゃがいもの植え付け じゃがいもの収穫

カレー作り カレーまつり

全校生でじゃがいもを育て
、収穫し、

カレーを作りました！

みんなで作って、みんなで食べるカレーは、すごくおいしいね！

みんなで作って、みんなで食べるカレーは、すごくおいしいね！
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令和元年度一般会計補正予算など
21議案を可決･同意 可決

2億6,110万円 99億7,790万円

1億2,880万円 27億8,400万円

△210万円 3,030万円

130万円 24億9,030万円特　別　会　計
介 護 保 険 事 業

2,400万円 11億2,040万円

令和元年度12月補正予算

12月定例会を開催 会期 12月5日～12月17日

　令和元年12月定例会では、条例制定が1議案、条例一部改正が13議案、一般会計及び特別会計
の元年度補正予算が5議案、農業委員の選任が１件の20議案が提出されました。すべてが原案のと
おり可決・同意されました。
　最終日には、請願２件が上程されましたが、不採択となりました。また、工事請負契約が１議案、追
加提出され可決されました。

任期：令和元年12月5日 から 令和2年7月19日まで

にしやま まさみ

農業委員会委員   西山 正美 氏  （庄・68歳）

一　般　会　計

特　別　会　計
国 民 健 康 保 険

特　別　会　計
国 民 健 康 保 険
直 営 診 療 所

特　別　会　計
公 共 下 水 道

会 計 名 補 正 額 総 額

農業委員会委員の選任に同意
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令和元年　第4回12月定例会　審議結果

採決結果　　○ ：賛成　×：反対　欠：欠席　退：採決退席
　　　　　　可：可決　否：否決　同：同意　承：承認　認：認定　採：採択　不：不採択　許：許可
議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　議席番号 1番　村井　勉）

議案名等

採
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果

議席番号

閉会中の継続調査について

議員名
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俊

村
井
　
　
勉

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の制定について

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部改正について
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条
件に関する条例の一部改正について

多度津町手数料条例の一部改正について

船員法第１９条の報告書の証明に関する条
例の一部改正について
多度津町社会福祉施設設置条例の一部改
正について
多度津町災害弔慰金の支給等に関する条
例の一部改正について
多度津町放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正について
多度津町保育の利用に関する条例の一部
改正について
多度津町公共下水道条例の一部改正につ
いて
多度津町消防団条例の一部改正について

令和元年度多度津町一般会計補正予算
（第３号）
令和元年度多度津町特別会計国民健康保
険補正予算（第２号）

令和元年度多度津町特別会計介護保険事
業補正予算（第２号）
多度津町農業委員会委員の選任について

工事請負契約の締結について

議案
第１号
議案
第2号
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第4号
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請願
第2号

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について

一般職の職員の給与に関する条例の一部
改正について

多度津町印鑑条例の一部改正について

令和元年度多度津町特別会計国民健康保
険直営診療所補正予算（第１号）
令和元年度多度津町特別会計公共下水道
補正予算（第３号）

国に対し「消費税5％への引き下げを求める
意見書」の提出を求める請願
MV-22オスプレイを使った日米共同訓練の
中止を求める請願
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渡 

辺 
美 
喜 
子
議
員

健康福祉課長

1 Q 　希望する全ての子どもが保育園を利用できるよう責任を果た
す事が喫緊の課題である。保育園への申込数、受入れ状況は。
待機児童数及び年齢別数は。

　申込数６１４名でその内５９１名は保育所、２名は事業
所内保育所に入所し、待機児童２１名、年齢別は０歳児１６名、１歳児３
名、２歳児２名です。

Q 保育士の確保や今後の課題は。
　県の補助金を活用し、保育士の業務の軽減を目的に支援者を

配置する場合、１０万円を上限に補助します。令和２年より「多度津町保
育士就職一時金交付事業」を実施予定。正規職員として町内保育所に
就職する保育士に６か月継続する条件で１０万円の一時金を交付しま
す。所長会で問題点を話し合います。近県の保育士養成校に就職パン
フレットを配布し町内保育所の見学ツアー等を計画します。

町長

Q 工事が必要の場合の地元負担は。
　県費補助の土地改良事業は県補助率５０％、町２５％、地

元負担２５％プラス事務負担金５％。町費補助事業の場合は町補助率
７５％、地元負担率２５％プラス事務負担金５％です。

産業課長

　農業水路の修繕や改修は、軽微な修繕であれば､地元管
理者に原材料を支給し依頼。工事が必要の場合は、多度津町土地改良
区の事業を活用し改修・改良工事を実施しています。

　地元水利組合等と協議し町発注による改修工事の実施、管
理管轄の把握、点検及び長寿命化計画を策定して維持管理に努めます。

Q 地域水路の危険箇所、改修箇所が発生した場合､町の対応は。2
産業課長

建設課長

1
待
機
児
童
の
解
消

（
保
育
士
の
確
保
）

2
地
域
内
水
路
の
保
全
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中
野 
一
郎
議
員

1

政策観光課長

Q 　今回の新庁舎に関するパブリックコメントの結果は何件だっ
たのか。

 10月18日から10月31日の14日間募集しましたが、
意見の提出はありませんでした。

Q 　町民から意見や回答を得る手法として、この様な手法が適切なのか。
　今後パブリックコメントを行う際の周知方法や手法の検討を

行い、適切な住民ニーズの把握に努めたいと考えています。
町長

Q 　担い手育成の現状はどうなっているのか。
　農業用、機械用施設、機械整備支援補助など様々なメ

ニューがありますが、農業者の持続的な所得向上となっていないのが
現状と思えます。

産業課長

2
産業課長

Q 　農業従事者の高齢化に伴い今後の町の方策は。
　JA香川県多度津支店に確認したところ、平成26年321

経営体が5年で233経営体に、率にして27.5％減少しました。高齢化、
離農化が進んでいる現状です。今後、農業法人や認定農業者に対し機
械化補助などを継続してサポートに取り組んでいきます。

Q 　PFI方式の給食が開始されて以降、生徒・児童・保護者からの
意見の聞き取りや、ニーズの把握などは。

　栄養教諭が学校を訪問し、味に関する要望や、組合せにつ
いての聞き取りを実施しています。また、献立委員会でも意見をいただ
いています。

教育長

Q コンパクトシティ※1構想に基づく都市計画マスタープランの
見直しは。
建設課長　20年後を展望し、人口減少・少子高齢化・浸水対策等を考
慮した、立地適正化計画に整合するプランを作成しています。最終的
に、パブリックコメントにより町民意見を反映し、令和元年度中に都市
計画審議会で審議を行い、プランを決定します。

2

町長
Q 職員のホスピタリティ※2について問う。

　住民満足度と職員満足度が向上できるよう、おもてなしの精
神やホスピタリティマインドを持って業務を遂行します。そのために、ス
キルアップや働きがいのある職場づくりの研修を継続しながら、全職
員が人間力を高め、相互啓発できるような人材育成が行える研修の実
施を検討していきます。
※1コンパクトシティ・・・生活に必要とする様々な機能が近接し、徒歩で
　　移動することが可能なまち。
※2ホスピタリティ・・・「思いやり」、「心からのおもてなし」

3

町長
Q1 　移住・定住・交流でもない新たな概念「関係人口」への取組は。

　「関係人口」の重要性に鑑み、策定作業を進めている「第2次多
度津の輝き創生総合戦略」の中に関係施策を盛り込む中で、具体的な
取組を進めていくことを検討しています。地域の中でコーディネーター
機能やプロデュース機能を発揮できる「中間支援組織」については、町
から独立して地域の活性化、観光振興や特産品の振興などの取組を
行う、「まちづくり公社（仮称）」が担うと考えられ、現在、設立に向け検
討を行っています。

古
川 

幸
義
議
員
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一 般 質 問

兼 

若
　
幸 
一 

員
議

小 

川
　 

保

員
議

町長

　幼稚園を再編する予定もあり、現状での対応を考えています。
Q 幼稚園の保育室にエアコンが設置されないのは何故か。

　どのような方法で行うか検討中で、時期は答えられません。
Q 幼稚園はいつ再編されるのか。

2

3

Q 何年後を目指しているのか。
　教育委員会で検討した後、財政状況を考えながら進めていき

ますので、何年後とは言えない状況にあります。
Q 南海沖地震に対する町の対策は。

　国、県の防災対応方針に基づき多度津町地域防災計画を
見直し、水防本部編成の変更、避難勧告等に関するガイドラインなどを
変更する予定。備蓄品の整備も計画的に進めています。

総務課長

Q 防災認識を町民に周知する施策は。
　各学校区を単位として年間2学校区を目標に防災訓練を

実施予定です。
総務課長

教育課長

産業課長

教育課長

Q1 　放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の組織は。
健康福祉課長　指定管理者（町社会福祉協議会）の体制は各施設に
有資格者１名以上を含む４名で管理運営しています。

町長
Q2 　町活性化の施策として新規創業などの支援策について問う。

Q 来年度の待機児童数解消に向けての施策は。
　保育士を確保するために多度津町保育士就職一時金交付事

業を実施予定。また、町内保育所の求人情報などをまとめたパンフレッ
トを関係機関に配布予定。保育に係る周辺業務を行う者の人件費補助
事業を引き続き実施する予定です。

町長

Q1 　待機児童数は。
　12月1日現在、待機児童数13名、私的待機児童数8名、

計21名です。
健康福祉課長

　商工会議所と連携した多度津町創業支援事業計画を利用し
ていただくよう、また、空き家のマッチング等個別指導事業を用意して
います。

　従前より事業されている方々と町内外からの新規創業の
方々と良好な関係となるように町がその役割を担っています。「中國銀
行」の跡地利用なども注視していきます。

Q 　放課後児童クラブでは、児童たちは管理運営者のもと宿題を行っ
ているが、宿題の基本的なあり方について教育委員会の指針は。
教育長　文科省の学習指導要領には宿題という項目は無いが、学校
現場では宿題は学習状況の確認、予習、準備そして学習定着を目的と
して実施しています。宿題をチェックすることで授業改善にも役立てて
います。

1
放
課
後
児
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ク
ラ
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園
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空
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設
備
設
置

3
地
震
対
策

Q 　児童館、児童クラブにおいても学校の求めている宿題学習
が実施されているのか。全町的に同一運営が実施されるよう
マニュアルが共有されているか。
健康福祉課長　児童が学習に着手出来るよう指導する事としていま
すが、その後の管理は統一されるには至っていません。今後、統一され
たマニュアルを共有する事を検討します。
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一 般 質 問
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議

3 Q 　幼稚園の統合計画について進展がないように思われるが。
　教育委員会には、新設か既存園の拡張か、どの整備方法が望

ましいのかなどについて、具体的な資料を作成し、検討を進めるよう指
示しています。

町長

Q1 　新庁舎建設場所の形態が縦長であり、上空に高圧線が通って
おりJRの隣接地と、建物建設には制約があり過ぎる場所に決定
した経緯は。

　平成29年11月27日の総務教育常任委員会で承認を得た新
庁舎整備基本構想において、津波浸水想定区域外に整備することを前
提に、現庁舎に近く、用地取得等新たな財政負担や用地取得に必要な
期間を考慮すると、対応可能な用地である町有地が考えられ、まちづく
りの観点からも最適であること等を理由に決定しています。

町長

Q 　現庁舎等の跡地利用については。
　現庁舎用地は、香川県が多度津高校の校舎整備の検討を行っ

ているところです。福祉センター用地については、財政状況を踏まえな
がら、幼稚園、小学校の適正配置や中央公民館等の建替えも視野に入
れ、有効活用を図っていきたいと考えています。今後の土地利用計画
については、町にとってよいものとなるよう検討を重ね、議員皆様とも
協議させていただきたいと考えています。

町長

　最優先すべきことは、子どもの支援をどうするか、保護者の
支援をどうするかということです。幼稚園、教育委員会だけで考えるの
も大切ですが、保育所、健康福祉課とも情報交換しながら、共に、多度
津の子どもたちのためにどうあるべきか検討していきたいと思います。

教育長
Q 　子どもを育てる環境はどうあるべきかについて問う。

健康福祉課長　それぞれの専門職がスキルアップを図り、より専門的
な支援体制を整え、関係機関と連携しながら、安心して出産に臨め、子
ども達の健全な成長や発達、その家族の心身の健康を包括的にサ
ポートできる拠点となることを目指します。

Q 　子育て世代包括支援センターの将来像について問う。

1
子
育
て
支
援

1
新
庁
舎
建
設

2
改
正
自
治
法

3
子
育
て
支
援
の
充
実

教育課長

Q1 　多度津町における幼保連携型認定こども園を設置する考えが
あるのか。

　現在のところ幼保連携型認定子ども園の設置については
考えていませんが、待機児童が慢性的に発生するなどの状況になれば
設置について保育所等の関係機関とも協議を行なっていきたいと考え
ています。

町長

Q 　子ども子育て支援事業計画において、幼保連携型認定子ども
園の設置について反映すべきではないか。

　このまま待機児童が続くようであれば、幼保連携型認定子ど
も園の設立というものも考えなければいけないと思います。今、保育所
長会、園長会等と話をしているところです。

2 Q 　内部統制についての多度津町の考えは。
　現在の体制の整備や運用の充実を図りつつ、新たな対

策についても検討していきたいと考えています。
　町の職員として、住民サービスの向上、また、幸せの向上を願

う公務員として、オールマイティな職員を育てていくことを目指してい
ます。

町長

町長公室長
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Q3 　①町内有形、無形文化財数、予算は。②林求馬邸東駐車場の舗
装は。③資料館前空地の駐車場利活用は。④白方古墳まつり等多
中生ふるさと学習実施・参加は。⑤ボランティア有償事業の取組は。

　①国指定2件、県指定8件、町指定43件、国登録15件で、予
算計671万2千円です。②別途予算での防草砂舗装が有効です。③予
定はありません。④説明、ガイドする意欲や発信力を育て、その機会を
学校等に提供していきたいと考えています。⑤先進的な取組を参考に
検討していきます。

教育長

Q1 　①安全証明がない危険なオスプレイ飛行の町の考え方は。
②町長の見解は。③町として、飛行訓練中止の抗議をすべきでは。

　①③我が国の安全上、日米合同委員会で合意の上、実施
しており、県としても申入れをしていますので、抗議は考えていません。

　②日米安保条約による極東の安全と平和の維持に寄与するた
めに、米軍の飛行訓練等は認められているので、見解は同じです。
町長

総務課長
尾 

崎
　
忠 

義
員
議

1
オ
ス
プ
レ
イ
の
県
内
で
の

日
米
合
同
訓
練

2
消
費
税
増
税
導
入
に
伴
う

町
の
影
響

3
町
内
文
化
財
整
備
の
た
め

の
予
算
の
増
税

1

2

3

Q 　芸術祭にご協力いただいている高見島に住まわれている方は、
現在何名なのか。

　平成27年に実施した国勢調査では27名、現在の住
民基本台帳では35名となっています。
政策観光課長

町長

Q2 　①10月決算での混乱は。②町の消費税対策の実施指導は。
③年末の融資制度は。④国の財源不足による町への影響は。
⑤３～5歳児の給食費全員無償化の予算組入れは。

　③本町中小企業融資制度、セーフティ保証制度があります。
　①②町は携わっておらず、税務署を案内しました。

　④本町には影響ありません。
　⑤国庫補助対象外で、事業費増大の為考えていません。
　③小規模改善資金、県では経営安定融資制度、小口零細

企業融資制度、危機関連融資制度があります。

教育課長
産業課長

税務課長
健康福祉課長

Q 　住民税非課税の方、３歳未満の小さな乳幼児がいる子育て世
帯の方々で何名申請、受け付け、何世帯の方々がプレミアム商
品券を利用しているか。

　住民税非課税の対象者は、4,085人で申請された方は
1,702人、申請率は41.66％です。購入期間は令和2年2月28日まで
です。

産業課長

Q 　商品券最大販売額に対する商品券販売率及び商品券が全て
換金された換金額に対する換金率について問う。

　最大販売額の4,476万円に対して、11月29日現在、販売
率66.35％で、換金率は27.17％です。
産業課長

健康福祉課長
Q 　現在待機児童は何名か。

　12月1日現在、待機児童は21名です。

Q 　瀬戸内国際芸術祭2019秋開催中の来場者数は。
　今回の高見島会場への来場者数は2万5,198名で、

2013年より827名増えており、2016年より4,170名増えています。
政策観光課長

金 

井
　
浩 
三
員
議

1
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2019

2
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

3
現
在
待
機
児
童
は
何
名
か
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立
体
駐
車
場
か
ら
各
階
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
詳
細
は
。

　
　
立
体
駐
車
場
１
階
か
ら
は
建
物
の

張
り
出
し
等
を
介
し
雨
に
濡
れ
ず
出
入

口
ま
で
行
け
る
計
画
で
、各
階
へ
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
い
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
が
、３
階
は
屋
上
な
の
で
出

入
口
ま
で
は
濡
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
台
風
時
浸
水
に
よ
り
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
の
電
源
喪
失
が
あ
っ
た
が
、新
庁

舎
は
１
階
の
床
上
浸
水
が
あ
っ
て
も
大

丈
夫
と
思
っ
て
良
い
か
。

　
　
非
常
電
源
設
備
等
は
屋
上
に
設
け

る
こ
と
で
、浸
水
時
の
電
源
供
給
は
安

全
な
構
造
と
し
て
い
る
。

　　
　

入
退
室
管
理
設
備
の
認
証
機
器

と
は
。入
っ
て
く
る
全
員
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
考
え
は
。

　
　

認
証
機
器
を
つ
け
る
部
屋
は
実
施

設
計
で
検
討
す
る
予
定
で
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
か
か
る
と
こ
ろ
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
生
体

認
証
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
　
議
場
の
傍
聴
に
つ
い
て
、階
下
の
フ

　
　
「
意
思
能
力
を
有
し
な
い
者
」と
い

う
の
は
ど
の
よ
う
に
証
明
す
る
の
か
。

　
　

成
年
被
後
見
人
の
人
権
を
尊
重

し
、窓
口
に
は
本
人
と
法
定
代
理
人
で

来
て
も
ら
い
、本
人
に
意
思
確
認
し
た
上

で
印
鑑
登
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
利
用
時
間
は
。使

用
料
は
、ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
の
か
。

　
　
利
用
時
間
は
午
前
８
時
半
か
ら
12

時
、午
後
1
時
か
ら
5
時
。福
祉
セ
ン

タ
ー
や
近
隣
市
町
を
参
考
に
、利
用
履

歴
に
基
づ
い
て
半
日
単
位
が
妥
当
と
し

て
管
理
運
営
委
員
会
で
検
討
し
た
も
の

で
、利
用
し
や
す
い
よ
う
に
近
隣
の
同
様

施
設
よ
り
安
い
料
金
設
定
に
し
て
い
る
。

　
　
徴
収
方
法
が
2
ヶ
月
に
１
回
に
な

る
と
、家
庭
に
よ
っ
て
は
遣
り
繰
り
が
大

変
に
な
る
の
で
は
。

　
　

下
水
道
料
金
は
水
道
料
金
に
反

映
し
て
お
り
、こ
れ
は
水
道
広
域
化
に

当
た
っ
て
料
金
シ
ス
テ
ム
を
全
県
で
統一

す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

・・
各
委
員
・
傍
聴
議
員
か
ら
の
質

疑
、意
見
、要
望
。　  

・・執
行
部
か
ら
の

答
弁
。

ロ
ア
の
モ
ニ
タ
ー
で
の
視
聴
は
。

　
　
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
る
各
種

手
当
て
が
支
給
さ
れ
る
フ
ル
タ
イ
ム
と

期
末
手
当
の
み
が
支
給
さ
れ
る
パ
ー
ト

タ
イ
ム
は
何
名
に
な
る
か
。

　
　
現
在
と
同
時
間
帯
で
の
勤
務
を
考

え
、臨
時
職
員
8
3
名
、嘱
託
職
員
１
7

名
の
1
0
0
名
在
籍
し
て
お
り
、勤
務
時

間
が一般
職
員
と
比
べ
て
短
い
の
で
、全

員
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る

と
、責
任
も
重
く
な
る
の
で
、職
員
の
評

価
を
適
正
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。平
等

な
実
績
評
価
に
基
づ
い
て
再
度
の
任
用

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
業
績
評
価
を
行
う
よ
う
に
検
討
し

た
い
。再
度
の
任
用
に
つ
い
て
は
、勤
務

評
価
や
実
績
評
価
に
基
づ
い
て
決
め
る

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　　
　
免
許
証
返
納
す
る
と
交
通
弱
者
と

な
る
の
で
、１
万
円
の
支
援
を
増
額
す

る
こ
と
や
対
応
策
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
全
国
で
は
交
通
弱
者
に
も
適
し
た

様
々
な
交
通
施
策
を
実
施
し
て
い
る
の

で
、検
証
し
、本
町
に
合
う
も
の
を
取
り

入
れ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
幼
稚
園
の
統
合
は
、教
育
委
員
会

と
し
て
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
幼
稚
園
の
適
正
配
置
を
総
合
的
に

判
断
す
る
た
め
、コ
ン
サ
ル
に
委
託
し
て

既
存
園
の
拡
張
整
備
が
良
い
の
か
新
規

整
備
が
良
い
の
か
を
検
討
し
た
の
ち
、

敷
地
規
模・用
地
取
得
の
有
無
や
事
業

費
な
ど
の
調
査
資
料
を
作
っ
て
か
ら
教

育
委
員
会
と
し
て
の
計
画
案
を
作
成

し
、議
会
と
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

10
月
17
日
開
催

立
駐
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ・
電
源

総
務
教
育
常
任
委
員
会

12
月
11
日
開
催

建
設
産
業
民
生
常
任
委
員
会

12
月
11
日
開
催

入
退
室
管
理・議
会
モ
ニ
タ
ー
視
聴

運
転
免
許
証
自
主
返
納

成
年
被
後
見
人
の
印
鑑
登
録

保
健
セ
ン
タ
ー
使
用
料
改
正

下
水
道
使
用
料
徴
収
方
法

幼
稚
園
の
統
合
は

会
計
年
度
任
用
職
員
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【お問合せ先】議会事務局　℡0877－３３－０７０１ 12月議会は38人の傍聴がありました。

　

編
集
委
員
中
野 

一
郎

発
行
責
任
者

村
井
　
　
勉

議

長

議
会
広
報
編
集
委
員
会

渡
辺
美
喜
子

隅
岡
　
美
子

志
村
　
忠
昭

中
野
　
一
郎

天
野
　
里
美

門
　
　
秀
俊

委
員
長

副
委
員
長

　
2
0
2
0
年
、ね
ず
み

年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。

　「
子
」の
字
に
は
増
え
る

と
い
う
意
味
が
あ
り
、繁
栄

の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
だ
け
で
な
く
、世
の
中

も
多
度
津
町
に
と
っ
て
も

良
い
年
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　
私
た
ち
編
集
委
員
も
議

会
活
動
を
中
心
に
、町
民
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、確
実
な

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、町
民
目
線
の
編

集
理
念
を
持
っ
て
、分
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
一読
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

3月議会は3月議会は
3月3日（火）午前9時から開催予定
※一般質問は5日（木）・6日（金）を予定していますが、質問者数により1日に
なることもあります。詳しい日程等は議会事務局までお問い合わせください。

2 定例会議案勉強会

定例会（提案説明）

定例会（一般質問）

定例会（一般質問）

総務教育常任委員会

建設産業民生常任委員会

議会運営委員会

定例会（議案審議）

総務教育常任委員会

12

議会を見にきませんか

議会の動き 10月～12月 

会議等

役場5階にて受付をお願いします。

月 日 曜日
木

木

新庁舎建設基本設計における勉強会

第1回議会広報編集委員会

新庁舎建設基本設計における勉強会

新庁舎建設特別委員会

第2回議会広報編集委員会

10

11

会議等

月

火

水

金

火

9

10

11

13

17

月

第3回議会広報編集委員会

建設産業民生常任委員会視察研修
　　　　　　　　　　 （～21日）

議会運営委員会

定例会議案勉強会

香川県町議会議員等研修会

3

10

17 木

木24

月11

火19

月25

木28

金29

5 木

7名参加建設産業民生常任委員会視察研修 11月19日～21日

　愛知県江南市（人口100,618人）へは、地域公共交通の設立運営についての視察研修です。高齢者等の社
会弱者の交通手段確保については、重要不可欠な問題で全国の自治体が取り組んでいる課題です。空きタク
シー（いこまいCAR）を使い、ドア・ツー・ドアでカバーする公共交通という事例でした。狭い道路の多い多度津
町には有効な選択肢ではないでしょうか。
　滋賀県栗東市（人口70,048人）へは、いきいき活動ポイント事業に
ついての視察研修です。市から社会福祉協議会へ依頼し、当該事業
を展開。60歳以上の方がボランティア登録し、介護保険サービスとし
て受けることが難しい家庭ゴミ出しサービス等、地域の高齢者が高
齢者を支える活動で、ポイントカード制を用いた事例でした。多度津
町も町に合った地域住民が共に支えあう取組が必要と考えました。 ▲愛知県江南市視察研修の様子
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